
ネットワーク形態の進化と市場・貨幣・消費

始 め に

山 西 万 三

情報化によって

は，コンピュータ

場変化や流通シス

である。本稿は，

幣システム，金融

連させて考察した

現代消費がどのような影響を

に関する技術の内容，コンピ

テム，金融システム等の変化

ネットワーク形態の進化を機

システムなどの相互展開関係

ものである。また，情報化と

受けているかについて考える

ュータ・ネットワークによる

を総合的にとらえることが必

軸として，商取引システム，

をみながら消費の組織化とも

現代消費の関係性をネットワ

に

市

要

貨

関

ー

ク・システムと商

にするための一方

１

取引システムや金融・貨幣シ

法的試みでもある。

コンピュータ化ネット

ステムとの関連において明ら

ワーク化の展開

か

機械としてのコ

制御の三機能であ

我々に時間的空間

ワーク化
）
によりそ

ピュータ・ネット

ンピュータが持っている論理

る
）
。これに記憶（記録）機能

的制約からの飛躍をもたらす

の機能範囲をさらに拡張して

ワークは，機械一般が実現で

的な基本機能は，計算，通信

が加えられ，コンピュータは

。また，コンピュータはネッ

きた。コンピュータ，及びコ

きなかった情報処理技術革新

，

，

ト

ン

を
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ネットワー

もたらし，情報の生成，変

らしたのである。このコン

分化を促進し商品生産の多

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

換，蓄積，検索，流通，利用

ピュータによる技術革新は，

様な発展をもたしてきた
）
。ま

山西）

についての革命をもた

物質的生産様式の発展，

た，情報のあり方や形

態を絶えず変化させ発展さ

編，高度化，システム化，

は，コンピュータ及びコン

らゆる部面で情報処理と情

式が激変しシステム化，組

されている。情報化とは，

社会経済システム全体が，

せることによって，生産，流

統合化などをもたらしたので

ピュータ・ネットワーク化の

報伝達効率が高まり生産，流

織化
）
されるとともに，かって

このような状況の包括的表現

情報化によって大きく変容，

通，消費の諸過程の再

ある。現代の社会経済

発展を中心として，あ

通，消費における諸様

ない文化的変容にさら

であるといってもよい。

商品の情報化，情報の

商品化が進行し社会システ

バックが働いてきた。

コンピュータは，計算機

保持している。コンピュー

を背景として情報処理機械

利用形態は，単独利用（スタ

態へと進み，さらに，オン

ム全体の情報化が進むという

や通信機，制御機としての活

タは，計算・通信・制御性能

から知識処理機械へと発展し

ンドアロン）形態からオフラ

ライン・ネットワーク型の利

ポジティブ・フィード

用とともに記録機能も

や記憶・記録性能向上

てきた。コンピュータ

イン・ネットワーク形

用へと発達してきた。

オンライン・ネットワーク

の大型電子計算機を複数の

ド・ネットワーク）形態であ

にシステム仕様が異なり，

ができない。そこで相互に

ーク関係にあるコンピュー

網）

化も，当初はホスト・コンピ

端末から利用する閉じたネ

った
）
。閉じたネットワーク形

企業間の直接なコンピュータ

独立した規格の異なるデータ

タ間でデータ交換を実現す

ュータと呼ばれる単一

ットワーク（クローズ

態ではネットワーク毎

接続によるデータ交換

を持つ閉じたネットワ

る （付加価値通信

と呼ばれるコンピュー

は，商品の品番や数量，受

し業務の合理化を計ろうと

（電子データ交換）と呼

ュータ間を結ぶシステムな

タ接続サービスが生みだされ

発注等のデータを，製造業と

するコンピュータ・ネットワ

ばれる，電子データ規格を統

ども普及することとなった。

たわけである。

卸売業や小売業が共用

ークである。また，

一し専用回線でコンピ

（ ）



年以降，標

を取得できるネッ

中のコンピュータ

立命館経済学（ 巻特

準化された通信プロトコルに

トワークであるインターネッ

がつながり合う開かれたコ

別号５）

基づけば相互に自由な通信環

トが民間に広く開放され，世

ンピュータ・ネットワーク（

境

界

オー

プン・ネットワー

ジネスなどを生み

循環をもたらして

ネットワーク化は

ネットワークと呼

ータ・ネットワー

きた。

ク
）
）の時代に入った。インタ

だし，そのことがまたインタ

きたことは周知の通りである

，どこでも機械や人とのアク

ばれるあたらしい段階に入り

クの発展は，ネットワークの

ーネットの普及は，様々な

ーネットの広がりを生むとい

。さらに現在，コンピュータ

セスを可能とするユビキタス

つつある
）
。このようにコンピ

解放性を広げながら展開され

ビ

う

・

化

ュ

て

次に，金融シス

よう。

２ 金

現代の金融技術

テムにおけるコンピュータ・

融システムのコンピュー

は，コンピュータを中心とす

ネットワーク化の展開をみて

タ・ネットワーク化

る情報技術の発達を受けて発

み

展

し変革を遂げてい

機（ ）やパソ

いる金融工学にも

ュータ活用などそ

ステムの変化とコ

一般的に，コン

る。その内容は，すでになじ

コン，携帯電話による資金

とづく債券投資などの複雑な

の範囲は広い。簡単にではあ

ンピュータ・ネットワーク化

ピュータ登場以降の日本の金

みとなっている現金の自動預

の振込から，投資機関が行っ

計算を瞬時に実行できるコン

るが，銀行を中心とする金融

との関連をみてみよう。

融システムは，銀行コンピュ

払

て

ピ

シ

ー

タ・システムのオ

ン・システム，第

いう時期区分がさ

金融システムを進

説得的であった。

ンライン・ネットワーク化の

二次オンライン・システム，

れてきた。このような時期区

化させ金融業務の変革を促し

進展に応じて，第一次オンラ

第三次オンライン・システム

分の仕方は，情報技術の発達

てきたことを説明する場合に

イ

と

が

は

（ ）
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しかし，コンピュータ・

てきた影響を総合的な視野

ステム全体のなかの一部と

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

ネットワーク化の発展が現代

から検討するには，少なくと

しての金融システムという視

山西）

の社会経済にもたらし

も商品の生産・交換シ

座から金融の情報化・

システム化をとらえ返す必

ステムの段階区分は，先に

準をもって見直すことが必

のシステム化を，コンピュ

ネットワークの時代，開か

みからとらえかえしてみよ

要が生じてくる。このような

述べたコンピュータ・ネット

要であると考えられる
）
。そこ

ータ・ネットワーク化以前，

れたコンピュータ・ネットワ

う。

点を考えると，金融シ

ワーク解放性という基

で，次にわが国の金融

閉じたコンピュータ・

ークの時代という枠組

ネットワーク化以前の時

単体としてのコンピュー

量の計算処理を目的とした

化のレベルで言えば，ネッ

ークの時代と呼ぶことがで

閉じたコンピュータ・ネ

代， 年

タ利用の時代であり，金利計

活用が主体であった。コンピ

トワーク化以前，もしくは，

きよう。

ットワークの時代 年

算や計数集計などの大

ュータ・ネットワーク

オフライン・ネットワ

基本的には，個別銀行内

業務のオンライン・レベル

分される（なお，現在でも日

の閉じたネットワーク・システ

第一次オンライン・システ

勘定系オンラインの実現

でのコンピュータ・ネットワ

や部分的な対外接続の実現等

本の銀行基幹システム自体はほ

ムを基本としている）。

ムの時代 年

ークの時代であるが，

により数次の段階に区

とんどメインフレーム型

第二次オンライン・システ

情報系オンラインの実現

第三次オンライン・システ

ファームバンキング（

接続実現の時代

ムの時代 年

ムの時代 年

），エレクトロニックバンキング（ ）による対外

（ ）



開かれたコンピ

銀行組織以外の

像情報の活用も可

立命館経済学（ 巻特

ュータ・ネットワークの時代

コンピュータとの相互開放型

能になる時代である
）
。インタ

別号５）

年

接続時代であり，双方向性や

ーネットに代表される開放型

映

通

信ネットワークを

ネット上では，デ

売，決済のすべて

るなど，金融シス

なり発達する。

ところで，金融

テール業務に関連

利用したコンピュータ金融シ

ジタル化された情報商品であ

が仮想空間上で実行されるコ

テムと流通システムなど他の

の情報化（金融システムの機械

する主だったものだけでも次

ステムが構築される。インタ

れば，商品注文，商品の流通

ア・ネットワーク流通が実現

システムとの相互接続が容易

化，ネットワーク化）は，銀行

のような利益を銀行にもたら

ー

販

す

に

リ

す。

例えば，大量高速

への機械力導入に

金移動時間の節約

ムの高度化などに

務コストの削減や

ても金融システム

経営や金融システ

計算処理や記録・記帳の合理

よるコスト削減，オンライン

，総合口座などによる預金通

よる流通現金の節約などであ

人件費削減を通じる効率化と

効率化とシステム運用コスト

ムの管理の合理化と効率化を

化によるコスト削減，貨幣取

・リアル・タイム処理による

貨機能大衆化や振替決済シス

る。これらの内容は，総じて

ともに，流通現金節約等によ

低下をもたらす。同時に，銀

実現する。また，この管理の

扱

資

テ

事

っ

行

合

理化・効率化は，

これらのことは，

止揚と，資本の量

きよう
）
。

金融システムの

ステムにも及ぶ。

企業や家計との連結を深める

信用論的な表現をもってすれ

的制限突破という利益をもた

コンピュータ化，ネットワー

ここで，貨幣システムに目を

新たな契機にもなるものであ

ば，銀行資本に資本の流通時

らすものであるということが

ク化がもたらす効果は，貨幣

転じてみよう。

る。

間

で

シ

金融システムの

３ 金融の情報化と貨幣シ

コンピュータ・ネットワーク

ステムの変容

化は，貨幣システムや貨幣機能

（ ）



ネットワー

にも影響を与える。この影

の構成，貨幣形態など貨幣

とつとして，貨幣がどのよ

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

響は，貨幣素材，貨幣機能，

の多方面にわたる。これらの

うに形成されるかを明らかに

山西）

貨幣供給量，貨幣種類

考察のための基礎のひ

する必要がある。そこ

で，まず近代貨幣がどのよ

的な説明からみてみよう。

マルクスは，商品交換過

位を獲得した商品こそが貨

（市場流通性）の高い商品が貨

ほど売行速度も早く，より

幣として選ばれるというわ

うにして生まれてくるかにつ

程において諸商品の一般的等

幣であると考えた。メンガー

幣として選ばれると言う
）
。

早く他の商品と交換できる条

けである。情報に関する経済

いて，いくつかの代表

価形態という特別な地

は，商品の売却可能性

売却可能性の高い商品

件を獲得できるため貨

学の考え方を援用して，

ネットワーク外部性の高い

きる
）
。より多くの人が所有

より多くの人が所有や利用

るという考え方である。

これらの理論の共通項に

りいづれの理論も，貨幣が

貨幣が転々流通することが

商品が貨幣としての地位を獲

し利用することにより利便性

を望む商品がどの商品とも交

ついて考えてみると，貨幣形

転々流通するという特性に着

可能になるのか，ということ

得するということもで

がより高まり，さらに，

換できる地位を獲得す

成の説明をするにあた

目し，どのようにして

に説明のひとつのポイ

ントがあると考えられる。

という性格をもっている理

貨幣の転々流通性は金融シ

化が貨幣に与える影響を考

また，貨幣が形成される

るという点も有力である。

なお，この貨幣の転々流通性

由を説明する基礎ともなるも

ステムや貨幣制度へのコンピ

えるうえでも基礎的な視点で

要因としては，貨幣を用いれ

さらに，合理的な蓄財手段の

は，貨幣が蓄積される

のである。そのため，

ュータ・ネットワーク

ある。

ば取引費用が節約でき

追求という視点から貨

幣について考えることも重

ータ以前から社会のネット

の意図的な手段になるとい

著者は，複数の要因から

素が複合的に作用しあって

要な視点である。さらに，貨

ワーク化や組織化の基礎にな

うことも考え合わせる必要が

貨幣の必要性が生まれ，いく

貨幣が形成されてきたと考え

幣が，はるかコンピュ

り，場合によってはそ

あろう。

つかの有力視される要

ることが自然であり妥

（ ）



当であると考えて

総合的に考えようと

貨幣の転々流通

立命館経済学（ 巻特

いる（貨幣の成り立ちを特定の

することにとって妨げとなるで

性に着目して貨幣発生の動因

別号５）

説で説明してしまうことは，貨

あろう）。

を次のような複合的な論理で

幣を

説

明することも可能

一般的商品のひと

けるならば，市場

あろう。この効率

費用によっても市

商品毎に商品の保

ト，そして何より

であろう。本来は貨幣そのも

つであった。市場が商品交換

の優劣を決める要素のひとつ

性は，地理的要因や商品の集

場参加者に意識される（測

管，品質維持，輸送等のコス

も売り手や買い手を見つける

のも市場での取引の対象とな

システムを提供する場と位置

は商品交換システムの効率性

積集中の内容などとともに取

定される）ものとなろう。個々

ト，個々の商品価値の測定コ

コストが意識されよう。この

る

付

で

引

の

ス

よ

うな市場は商品交

要請する。この触

ており誰もが持と

費用がかからない

な触媒が充分に機

用コストが大きな

がある時，その触

換システムに商品交換を効率

媒となるのは，いつでも売れ

うとする商品であること，持

ことなどの条件を充たした商

能し信認されいくようなシス

負担にならない，といった条

媒は貨幣機能を発揮し始め

化させる触媒を組み込むこと

る商品であること，誰もが持

つことにも売ることにもあま

品であろう。同時に，そのよ

テムがあり，そのシステムの

件が充足されているような時

ると言ってよい。この触媒

を

っ

り

う

運

空

（貨

幣）は，転々流通

化させ貨幣の諸機

的な信認を受け自

て形成されてくる

価値尺度機

交換手段機

しながら幾重にも信認を得て

能を形成する。それゆえ，こ

立した貨幣（全部貨幣）とし

貨幣の貨幣機能として次の４

能（価値計算貨幣機能）

能（流通手段機能…商品流通媒

いくなかでその触媒作用を多

の多面化に成功した触媒が全

て機能していく。このように

機能があげられるであろう
）
。

介機能＋価値の流通機能）

面

面

し

支払手段機

蓄蔵手段機

信認を積み上げ

て上記の４機能を

機能の一部がかけ

能（決済手段機能…価値尺度機

能（価値蓄蔵手段機能…支払手

ながら金貨や兌換紙幣などの

全面的に保持する貨幣をいま

ている貨幣を「部分貨幣」と

能＋流通手段機能）

段，交換手段の蓄積）

ように何らかの物体に化体さ

「全部貨幣」と呼び，これら

呼ぶことにしよう。貨幣形成

れ

の

の

（ ）
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道筋を上記のように考える

ら全体貨幣へと進化し，我

てきたということになる。

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

と，論証することは困難であ

々が日常使用している円など

山西）

るが貨幣は部分貨幣か

の国民通貨へと発展し

だが，貨幣システムや金

分貨幣へという進化とは逆

貨幣形態の変化を決める

り，金融の情報化という観

いて考えてみよう。これに

蓄蔵手段としての適合性と

決定する要因は，便利さ，

融システムの発達，市場の発

ともいえる貨幣形態の進化を

要因を簡潔にあげることは困

点から，現物貨幣がどのよう

は大きく交換手段や支払手段

の二つの方向性があると思わ

取扱の容易性，運用コストの

達は，全体貨幣から部

もたらす。

難であるが，さしあた

に変容を受けるかにつ

としての適合性と価値

れる
）
。前者の適合性を

低さなどとともに，安

定性，安全性，価値保存性

保存性）などを兼ね備えてい

化は，金属貨幣 紙幣 手

電子マネーといった流れ

蓄蔵手段としての適合性を

価値保存性（恒久的）などと

ある。この方向への貨幣形

（恒久的な価値蓄蔵性ではなく

ることである。このような

形，小切手 クレジットカー

としてとらえられるものであ

決定する要素は，利便性やコ

ともに，価値増殖性（利殖性

態変化は，預金貨幣やその

一時的または一定期間の

方向への貨幣形態の変

ド，プリペイドカード

る
）
。一方，後者の価値

スト，安定性，安全性，

）を合わせ持つことで

一種の進化形態

などをあげることができよ

幣」から「部分貨幣」への

では，このような変化は

まず金融システムや貨幣シ

テムの土台となっている経

っても全部貨幣もしくは全

う。この二つどちらの貨幣形

変化をともなっているという

何によって支持されているの

ステムへの厚い信認と信頼で

済システムへの信認であろう

部貨幣と同等とみなせるもの

態の進化も「全部貨

ことができる。

であろうか。それは，

あり，またそれらシス

。次に，部分貨幣であ

への接続が可能である

という信認であろう。この

性の論理が貨幣の変化をう

今日の市場経済システム

獲得してきているゆえ全体

よう。そして，このような

信認の土台のうえに取引費用

ながすのである
）
。

が様々な困難をかかえながら

貨幣から部分貨幣への展開が

信認の上にたち情報化等によ

の節約などの経済合理

も，それなりの信認を

促進されているといえ

ってもたらされる取引

（ ）



費用節約や利便性

に部分貨幣を普及

このような状況

立命館経済学（ 巻特

向上は，所有関係を時間的空

させる力となるのである。

がある程度の揺らぎをかかえ

別号５）

間的に拡大する作用を持つた

つつも安定的に実現するなら

め

ば，

先の全部貨幣の諸

じてこよう
）
。この

ては価値標準を決

を一つの基準とす

段機能については

ちができるもので

利便性，許容可能

機能は電子化されたデータの

点を先の貨幣機能にてらして

定するルールが信認され機能

るといった呪縛を逃れること

，価値標準を体現して，容易

あればよいことになる。決済

な決済コストが実現すれば求

みによって担われる可能性も

考えると，価値尺度機能につ

するなら特定の金属の再生産

ができると考えられる。交換

に，低い費用で商品交換の仲

手段機能という点では，信認

められる機能は果たせよう。

生

い

費

手

立

，

価

値蓄蔵（富の貨幣

ても，人々の信頼

段として利用され

これは貨幣形態が

環境があれば貨幣

する可能性がある

例えば，すでに

形態による蓄蔵）機能も，たと

のうちに，その帳簿の数字

る場に移し替えられるならも

電子化されるための基礎であ

形態は，今後も機能別に分化

と言ってよい。

支払・決済手段としての貨幣

え帳簿に記載された数字であ

（金額）が容易に帳簿から決済

のの姿を借りる必要はなくな

る。こられのことが支持され

した部分貨幣への特殊な進化

は，電子データ化された電子

っ

手

る。

る

を

マ

ネー形態をとって

トワークによる貨

間と低いコストで

どの課題はあるが

形態へと進化しつ

次に，簡単にで

使われている。貨幣の電子デ

幣取扱操作を容易にし，複雑

行うことができるようになっ

，ネットワーク上で利用され

つさらに普及していくであろ

あるが貨幣の母胎である一般

ータ化は，コンピュータ・ネ

な貨幣金融取引でもわずかな

てきている。セキュリティ面

る電子決済，電子貨幣は多様

う。

的商品流通の世界がコンピュ

ッ

時

な

な

ー

タ・ネットワーク化によってどのように変化してきているかみてみよう。

（ ）



ネットワー

４ 商品流通

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

のシステム化とアンバンド

山西）

リング

コンピュータ・ネットワ

金融の情報化と商品流通の

特に流通システム化は決済

きていることが多い。

商品流通の情報化は，小

ーション・システム導入と

ーク化は，商品流通の情報化

情報化は相互に結びつきシス

関係などをとおして金融・貨

売業へのセルフ販売方式の導

いう小売行の業態革新がすす

も促進している。また，

テム化されてきている。

幣システムと連結して

入やチェーン・オペレ

むなかで小売業におけ

る事務処理効率化のための

百貨店で伝票の標準化・コ

に，販売時点情報管理（

バーコード（ コード）

システムは，一般的には小

て敏速に本部が掌握でき，

率を改善する画期的なシス

コンピュータ導入によって始

ード化をはかる統一商品伝票

）システム研究が開始され

標準規格が制定され， も

売部門の販売情報をオンライ

売れ筋・死に筋商品を見極め

テムとしてとらえられている

められる。 年には，

の採用がされ，同じ年

ている。 年には，

普及期に入る。

ンネットワークを通じ

るなどによって販売効

。しかし，ネットワー

ク化という視点からみると

よって可能となる商品の自

の隠れたポイントは，

世界を効率的に結びつける

の意義は，ネットワーク世

とにもあるのである。

，あらかじめ商品にバーコー

動認識システムを組み込んで

バーコード・システムが商品

役割を果たしていることであ

界から消費を組織化する可能

ドが付けられることに

いる点が注目される。

世界とネットワーク

る。このことのひとつ

性を生みだしているこ

商取引に関するネットワ

れ（開かれ），さらに，業務

は，複数企業間での商

われるビジネスデータの電

限られた企業間関係に限ら

ーク化は， システムに

の電子データ交換（ ）も

取引に標準化されたソフトウ

子的交換形態である。 で

れ実現されるにすぎないため

よって企業間に拡大さ

発達普及してきた。

ェアを用いておこな

は，標準化の範囲が

，大企業における垂直

（ ）



的取引関係や特定

は，閉じたネット

ネットワークであ

立命館経済学（ 巻特

の業態内でしか運用できない

ワークの限界性とも言え，こ

るインターネットが商取引の

別号５）

という限界をもっている。こ

の限界を打ち破るには開かれ

世界へ提供されるのをまたな

れ

た

け

ればならなかった

このような条件

取引（ ）により

用するオープン・

間，消費者間など

にし，決済関係も

である。 は，

。

は，インターネットの商用利

実現されてきた。 は，標

ネットワークによって，あら

全てのインターネット・ユー

含めた商取引のデータ交換を

商品の生産・流通・販売過程

用によって可能となった電子

準化された通信プロトコルを

ゆる企業相互間，企業と消費

ザー間の電子データ交換を可

ネットワーク上でおこなうも

という全産業レベルにおける

商

採

者

能

の

通

信の必要を，標準

産・流通・消費・

よって，これらの

るものである。こ

プライチェーン全

につながっていく

インターネット

化により充たしていこうと

決済の全ての活動をより深く

過程の時間的空間的制約の突

のような動きは，コンピュー

体の流れの同期化や金融の流

。

にみられるオープンネットワ

する。 は に比べて，

ネットワークに包摂すること

破をはかり合理化を計ろうと

タ・ネットワークを活用した

れの効率化を合わせ求めるこ

ークの産業全体への利用の広

生

に

す

サ

と

が

りは，商取引や金

がし，この再編は

次に，ネットワ

ムをとらえ返して

５ 商取引

融取引のアンバンドリングと

貨幣システムにも及ぶことに

ーク形態の変化を主軸に商取

みよう。

ならびに金融取引のネッ

バンドリングによる再編をう

なる。

引システムや金融・貨幣シス

トワーク化と貨幣の変化

な

テ

金融や貨幣シス

金融・貨幣システ

ぼし合う。先に金

テムは，商品交換システム全

ム（部分）と商品交換システ

融の情報化の発展時期区分を

体のなかの部分システムであ

ム（全体）は，相互に影響を

ネットワークの開放度という

る。

及

観

（ ）



ネットワー

点から行ったが，電子商取

普及してきた現実を歴史的

として，ネットワークの開

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

引のような情報技術を駆使し

なパースペクティブから理論

放性（ネットワーク参加者のネ

山西）

た商品交換システムが

的にとらえていく方法

ットワークへの相互接続

性の水準）という考えを用い

一的にとらえることができ

ク開放性への視点から商品

的発展について著者の考え

［ ］ 閉じられたネットワ

ネットワーク基盤が限ら

て，金融の情報化・貨幣の

ると考えられる。ここでは，

交換システムの発達と貨幣の

の簡単な整理を試みる。

ークにおける（商）取引

れた範囲の直接的な人と人と

変化と市場の関係を統

このようなネットワー

変化の相互関係の段階

のコミニュケーション

関係に限定されているよう

は，交換の当事者間（生産者

にある。生産者・販売者と

た取引であり，取引のネッ

ットワーク関係，限られた

立前夜の（商）取引と位置付

ているために消費の多様性

な社会でみられる物々交換に

・販売者と購買者）が閉じら

購買者とは直接的・直線的ネ

トワークが広がる可能性は限

アクセス関係のなかの取引で

けることができよう。また

も極めて限定されたものにな

よる個別生産物の取引

れたネットワーク関係

ットワークで連結され

定的である。小さなネ

あり本格的な商取引成

，交換の範囲が限られ

るであろう。

［ ］ 貨幣によって開かれ

商取引に利用される貨幣

が成立すると貨幣は，すべ

する一般的等価形態を持つ

ネットワーク機能を発揮し

たネットワークのなかの商取

は，商品交換の発展のなかか

ての商品との取引において，

ことにより，閉じられたネッ

市場を開かれたものにしてい

引

ら生成してくる。貨幣

取引の対価として機能

トワーク間を取り結ぶ

く作用を果たすように

なる。貨幣を媒介にすれば

ネットワーク関係が拡張さ

な商品交換の発展は，貨幣

面的に浸透させていく。交

参加者が自由な相互関係が

，商品交換の場への自由なア

れることにより，商品交換が

そのものを求める交換をも発

換経済の貨幣経済化は，商品

取り結びやすい網の目状のネ

クセスが可能になり，

容易になる。このよう

展させ，貨幣経済を全

交換ネットワークへの

ットワーク形成を促進

（ ）



し，商品交換ネッ

このような形態

ケーション基盤に

立命館経済学（ 巻特

トワークの地理的時間的拡大

が形成されると，人と人との

も貨幣を触媒とする力が加え

別号５）

をもたらす。

自然発生的・直接的なコミュ

られ，商品交換ネットワーク

ニ

は

貨幣によって開か

発的に変化させて

とは，付随して多

形成されることに

し発展させるため

発達の基礎となる

ちいられる具体的

れたネットワーク形態へとネ

いく
）
。貨幣がこのような形で

様な商品の入手が可能となり

もなる。消費に多様性がもた

の商品交換の必要が増大する

。なお，このような構造化の

な個別の経済社会の歴史性や

ットワーク構造を自然的かつ

登場し商品交換が容易になる

消費に多様性を付与する条件

らされれば，多様な消費を維

という相互作用を生みだし商

具体的内容の決定は，貨幣が

地理的特殊性などが大きく作

内

こ

が

持

業

も

用

するため地域毎に

なる。

［ ］ 取引費用

商品交換システ

取扱量や商品交換

商品取扱，貨幣取

商品交換システムや貨幣シス

の節約のために囲い込まれた

ムや貨幣システムが形成され

回数が増加し，それにつれ必

扱のいずれにおいてもその費

テムに特色が生じてくること

ネットワークの形成

商品生産も商業も発達し，商

要とされる貨幣量も増えてい

用負担や取引の時間的空間的

に

品

く。

距

離が問題になって

が生じ，商品輸送

決につながってい

ットワーク参加者

商業信用や商業手

たネットワークの

いく。商業の発達につれて商

方法の合理的改善や商業信用

く。このような動きは商品交

達の間での取引費用の節約と

形の開発と運用が担保される

なかに特別な信頼関係で結ば

業者の間にこのような問題意

や商業手形の形成による問題

換システムや貨幣システムの

いう効果も，もたらすのであ

ためには，貨幣によって開か

れたネットワークを創設し，

識

解

ネ

る。

れ

元

のネットワークの

は，単純に貨幣に

という明確な利益

形成がされるとい

取扱業の形成，さ

一部を囲い込み閉じるという

よって開かれたネットワーク

目標によって結ばれ目的意識

う事情が存在しているのであ

らに，銀行業の形成も，ネッ

市場操作を必要とする。ここ

とは異なって，取引費用の節

的に構造化されたネットワー

る。貨幣経済の発達による貨

トワークという観点から考え

に

約

ク

幣

る

（ ）



ネットワー

と，ある地域や業種等によ

の貨幣節約や貨幣取扱コス

考えることができるわけで

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

って区別される（囲い込まれ

ト節約という点を一つの要因

ある。

山西）

た）ネットワーク内で

として成立してきたと

さて，以上のように開か

クが形成されると，このネ

を拡大してより大きな市場

とにより例えば，資本蓄積

ネットワークを閉じつつ開

が生みだされることにみら

うを生産と消費の関係から

れたネットワーク上にあたら

ットワーク参加者の間では一

を手に入れようとする誘因が

が自己目的化したネットワー

き，開きつつ閉じるというネ

れることになる。このような

とらえ返していくと，供給者

しい閉じたネットワー

旦閉じたネットワーク

働くであろう。このこ

ク参加者が現れると，

ットワークのありよう

ネットワークのありよ

の側からの意識的な消

費の組織化（ネットワークを

いう問題にたどりつくこと

機によってネットワークを

物貨幣と代替的な商業手形

多様化をもたらすことも注

次に，以上のような環境

てきている現在について考

閉じることによる消費者の囲い

になる。また，ここでは，取

閉じ囲い込まれたネットワー

のような信用貨幣を生みだす

目される。

下にコンピュータ・ネットワ

えてみよう。

込みをおこなうこと）と

引費用の節約という動

クを形成することが現

基礎になり貨幣形態の

ークが形成され普及し

［ ］ 情報技術革新によっ

周知のようにこの情報技

きな影響をもたらしている

の一端と金融システムへの

ここでは主に貨幣システム

て開かれたネットワークでの

術革新は，商取引においても

。情報技術革新がもたらした

影響についてはすでに述べて

面からインターネットのよう

取引

金融取引においても大

ネットワーク化の特徴

きたところであるが，

な開かれたネットワー

ク形態の出現がもたらす変

［ ］で述べた取引費用節

ータ・ネットワーク登場以

済の成立・発展とともに発

きる。現段階からみれば，

化について考えてみよう。

約のため囲い込まれたネット

前の囲い込まれたネットワー

達してきたネットワーク形態

先に述べた銀行の第一次 第

ワークは，コンピュ

クであり，資本主義経

であるということもで

三次オンライン化は，

（ ）



閉じたコンピュー

からもこのような

ットワークを拡張

立命館経済学（ 巻特

タ・ネットワークしか構築で

ネットワーク環境を前提とし

し，事務コストや取引費用削

別号５）

きないという技術的条件の制

て受け入れつつ段階を追って

減と利便性提供を目的とする

約

ネ

ネ

ットワークとして

ないのは，第一次

ュータ・ネットワ

う強力な手段を提

これに対し，開

能な形で提供され

システムではいち

構築されたものであるという

から第三次までの銀行オンラ

ークも，ネットワークを閉

供するものであったことであ

かれたネットワークであるイ

普及，市場を巡るネットワー

はやく情報技術革命を受けて

ことができる。見落としてな

インに代表される閉じたコン

じ顧客（消費者）組織化をおこ

る。

ンターネットが広く民間利用

ク環境は大きく変化した。金

アンバンドリングが進行し，

ら

ピ

な

可

融

金

融の姿は大きく変

トワーク環境の変

決済通貨として

上で機能し取引費

取引費用の節約の

貨幣システムとの

利益の浸食が生じ

化している。その変化のなか

化の裏で生じている市場競争

機能する電子マネーを想定し

用の低廉な電子マネーが登場

ために囲い込まれたネットワ

競合が生じ，既存の囲い込ま

る。しかし，市場の参加者か

で見えにくい部分の一つがネ

である。

て考えてみよう。ネットワー

すれば，貨幣経済面からは金

ークを形成していたこれまで

れたネットワークに属してい

らは，取引コストの低さや利

ッ

ク

融

の

た

便

性で勝るインター

子マネーによって

ットワーク組織が

ングが生じ，開か

ドリングされてい

ところで，イン

ネット上の電子貨幣を選択す

起動される競争によって，過

細分化され部分的であれ解体

れたネットワーク組織へと移

く現象が進むことになる。

ターネットは開かれたネット

るケースが増えるであろう。

去に形成された囲い込まれた

破壊されるというアンバンド

行する過程で新しい組織にバ

ワークであり，かつ取引費用

電

ネ

リ

ン

も

低いため，取引の

そうすると取引を

本の利益水準は，

りない水準まで切

の競争状態から脱

一部が取引費用が少なくてす

巡る競争は理論的には完全競

限界費用が著しく低い完全競

り下げられる。そのため個別

却して囲い込まれたネットワ

むインターネットへ移行する

争に近づくことになる。個別

争状態に近い状態のもとでは

資本が，資本を蓄積するには

ークを構築することが有利に

。

資

限

こ

な

（ ）



ネットワー

る。このことは，開かれた

ーク基盤のうえでネットワ

争が行われることを意味す

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

コンピュータ・ネットワーク

ークを開きつつ閉じるという

る。消費との関係では，いか

山西）

という新しいネットワ

行為によって企業間競

に消費者を自社のネッ

トワークに閉じこめるか，

るかが企業にとっての競争

引ネットワークが構造化さ

造的破壊作用と表現するこ

ところで，このような開

信認を獲得した独自の貨幣

用することも理論的には可

つまり，どう消費者を組織化

課題となるわけである。これ

れていく時の状態とも言える

ともできよう。

かれたネットワーク上では，

単位を設定してネットワーク

能である。現実化すれば，既

するかやロックインす

は，新しいタイプの取

が，ネットワークの創

ネットワーク参加者の

上での取引の決済に利

存の通貨と切り離され

たネットワーク・マネーが

め，情報技術の発展を反映

とが，新しい取引ネットワ

このように，情報技術は

引や貨幣そして消費にも，

［ ］ 取引の電子化・バー

成立することになる。現実に

した市場の動きと，ネットワ

ークの姿を規定していくであ

ネットワークを開くことや閉

さらに市場システムにも影響

チャルシステム化とネットワ

は，このような点も含

ークに対する法的規制

ろう。

じることによって商取

をもたらす。

ーク市場

情報技術革新によって，

［ ］の開かれたネットワー

トワークにおいてもネット

ならざるをえなくなること

取引の電子化やバーチャル

クトを与えていくのであろ

［ ］の囲い込まれ閉じられ

クへの移行がみられること，

ワークを開きつつ閉じること

について述べてきたが，急速

・システム化は，ネットワー

うか。

たネットワークから

［ ］の開かれたネッ

が企業のビヘィビアと

に進行し普及してきた

クにどのようなインパ

情報技術，通信ネットワ

ジタル化できるものであれ

ータ・ネットワークを通じ

信できるブロードバンド環

産業面や消費面にも大きな

ーク技術の発展により，マル

ば文字情報だけでなく音声や

送受信できるようになった。

境も急速にひろがってきた。

インパクトをもたらし，金融

チメディア化が進みデ

映像も容易にコンピュ

大量の情報を高速送受

この情報環境変化は，

や流通においても取引

（ ）



の電子化，バーチ

た。例えば，

がある。 に

立命館経済学（ 巻特

ャル・システム化が重みを持

， ， などの電子商

限ってみても，アマゾンドッ

別号５）

って展開されることになって

取引の普及には目を見はるも

トコム（書籍），デル・コンピ

き

の

ュ

ータ，楽天（サイ

功があり，また，

での販売活動を行

このような情報

でもある。この協

費用節減をもたら

も活発となる。ネ

バー・モール）など勝ち組と言

小さな地方企業や個人でもホ

うことが珍しいことではなく

環境の出現は，ネットワーク

働関係は様々なレベルでなさ

すことにもなる。また，ネッ

ットワーク上で流通システム

われるインターネット販売の

ームページを開設して仮想空

なってきた。

上での協働関係を促進するも

れ産業活動のあらたな合理化

トワーク上でのシステム間協

と金融システムとを協調させ

成

間

の

や

働

一

体的運用がされる

ットワーク上で全

ことの一つは，ネ

度を相乗的に高め

以上のような協

ク上での仮想空間

想空間との協働関

と，音楽ソフトのようなデジ

ての取引が完結するケースも

ットワーク間協働の展開が，

るということである。

働関係を空間的な視野からと

協働関係の構築可能性がひろ

係の促進については大きな課

タル化できる商品の場合には

生まれてくる。ここから言え

開かれたネットワーク間の開

らえ返してみると，ネットワ

がるが，一方で，現実空間と

題を残してきた。これは，現

ネ

る

放

ー

仮

実

空間と仮想空間と

ェスを革新するネ

ビキタス・ネット

［ ］ ユビキタ

ユビキタス化は

の間のインターフェース問題

ットワークとして期待され登

ワーク（ユビキタス化）である

ス・ネットワークによって開

，インターネット・プロトコ

とも言えるが，このインター

場してきているのが次にみる

。

かれる現実空間

ル から への移行

フ

ユ

に

よってインターネ

までのアドレス数

を加えることなく

グ等の自動認識技

できる高度なネッ

ット・アドレス数が実質的に

の制約から開放されることに

アドレスを割り振ることが

術
）
の発達によってアドレス毎

トワーク化の総称である。ユ

無制限となるほどに増加しこ

よって，モノや人に数量的制

できるようになることと，

の管理もネットワークを介し

ビキタス化はまだ始まったば

れ

限

タ

て

か

（ ）



ネットワー

りであり，そのイメージが

ス化とは，あらゆるものに

れが ネットワークに接続

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

充分明らかになっているとは

制御や識別用の小型コンピュ

され，個別システムと全体

山西）

言い難いが，ユビキタ

ータが埋め込まれ，そ

システムが協調・妥協

して仮想空間と現実空間と

うにする情報環境と言うこ

情報家電のようにマイコン

作動指示を行うシステムや

け情報識別や制御等を行う

ユビキタス化は，これま

想空間と現実空間の接続を

をつなぐ障害をとりのぞき目

とができる。ユビキタス情報

が埋め込まれた機器に対して

，モノに タグや無線 タ

広範囲のシステム化を可能に

でパソコン等の端末機を介し

等によって自動化し，

的の結果を得られるよ

ネットワーク環境は，

外部ネットワークから

グ（ ）をとりつ

する。

てしかできなかった仮

両空間を一体化させ

るネットワーク化である。

一方でネットワークを統合

ている。ユビキタス化ネッ

履歴情報システムや食品ト

ステムなど多分野に広がる

もたらすものである。

ユビキタス化は，分散型ネッ

し高水準の情報の集中集積を

トワークの可能性は，生産ラ

レサービリティなどの流通シ

ものであり，現代消費のあり

トワークを高度化する

実現する可能性をもっ

インの合理化，生産物

ステム，電子マネーシ

ようにも大きな影響を

６ 開かれたネット

これまで述べてきたネッ

こう。 貨幣の登場によっ

費用の節約，利益の囲い込

ワーク関係と消費の組織化

トワークが開かれていく状況

て商取引のネットワークは大

みのため商取引ネットワーク

・電子マネー

の簡単な整理をしてお

きく開かれる。 取引

は開きつつ閉じられる。

情報通信技術の発達があ

す。貨幣形態も貨幣機能を

商取引のネットワークは一

クでは，これまでの仮想空

アップや自動認識技術など

らたな水準で商取引ネットワ

開かれたネットワーク形態へ

層その開放度を高める。 ユ

間と現実空間の分離状態にイ

により一定の克服が計られ，

ークを開く作用を果た

適合させる。その結果，

ビキタス化ネットワー

ンターネットのレベル

開かれた仮想空間から

（ ）



現実空間を開くこ

大きく改善される

開かれたネット

立命館経済学（ 巻特

とが容易になる。また現実空

。

ワーク・インフラの実現は，

別号５）

間から仮想空間へのアクセス

やがて，そこでの商取引を大

も

き

く変革していくこ

な取引実現と取引

に影響を与え，バ

舗の出店コストは

激しい情報技術

は大きく低下し，

向けて容易に情報

とにつながり，金融貨幣シス

費用の大幅な低下を実現する

ーチャルな市場を生みだす。

安く在庫費用も節約できる。

革新の結果，情報システムや

個人でもパソコンがあればイ

の受発信ができる。ユーザー

テムも商品交換システムも円

。このような環境は，企業行

技術を活用すれば仮想

情報ネットワークの利用コス

ンターネットに接続して世界

や消費者にとっても時間的空

滑

動

店

ト

へ

間

的制約をこえて多

細企業でも特色の

ャンスが生まれる

ところで，バー

クによるビジネス

企業も同じスター

うか。バーチャル

様な商品の購入がはかれるメ

ある商品があれば世界に向け

。

チャル市場の出現にみられる

環境の変化を，競争という観

ト・ラインに立ちうる競争条

市場は，自律分散型の開かれ

リットがある。このため中小

て情報を発信し市場を広げる

ような開かれた通信ネットワ

点からみた場合，大企業も中

件がもたらされた言えるであ

たネットワーク基盤のうえに

零

チ

ー

小

ろ

築

かれているゆえに

る市場と言えるで

自由競争経済が出

このような疑問

研究を重ね合わせ

ーク化がもたらす

情報分散的市場となり資本の

あろうか。競争条件の変化に

現するのであろうか。

にしっかりと応えていくため

て行う必要があるが，ここで

競争展開について考えるうえ

大小による競争力格差が縮小

より独占が切り崩されあらた

には，実証的な研究と理論的

は，さしあたり，情報ネット

で留意しなければならないと

す

な

な

ワ

思

われる若干の点に

大企業に比べ個

このため，情報ネ

い。また，情報ネ

例えば，商品交換

ついてふれておきたい。

人や中小企業は，情報力，情

ットワーク化の発展は，情報

ットワーク化はネットワーク

システムと金融貨幣システム

報発信・受信力が総体的に弱

格差を拡大していく可能性が

上での協働関係構築を促進す

（課金システムなど）をネット

い。

高

る。

ワ

（ ）



ネットワー

ーク上で統合するシステム

ネットワーク化は，システ

一層進行させると予測され

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

などが有力なビジネス・モデ

ム化による消費者の組織化統

る。このため仮想空間市場（

山西）

ルとして登場している。

合化をこれまで以上に

ネットワーク市場やバー

チャル市場）では現実空間市

る大資本の競争力が強まる

物理的に開かれた通信ネ

て実現するほどロックイン

定的に集中化でき，取引を

が容易になる。また，情報

きる。その結果，特定の仮

場よりも情報の集中集積性

可能性が高い。

ットワーク上では，良質の情

効果などが働きやすくなり取

囲い込む閉じたネットワーク

の集積集中により情報コスト

想空間に大量の魅力ある情報

が強まり，情報力のあ

報の集積集中を先行し

引のネットワークを安

状態をつくりだすこと

を引き下げることもで

を集積集中し提供でき

る資本グループが顧客を引

くなる。現時点で言えば，

の競争優位の一端はこのよ

仮想空間と現実空間との接

ウェイトが高まると考えら

つ企業を占う一つのポイン

独占は競争を排除しない

きつけ囲い込むことによって

アマゾンドットコムや楽天な

うな論理から説明できよう。

続や現実空間での物流等の問

れ，ユビキタス化ネットワー

トといえよう。

が，競争は新たな独占を生む

強い競争力を持ちやす

どのネット専業小売業

この競争の次の段階は，

題解決に関する部分の

ク時代に競争優位にた

ということも考え合わ

せると，ネットワーク技術

可能なように思われる。

物理的に開かれたインタ

商取引の電子化やシンボル

た電子マネーのような貨幣

融システムに利用されるま

の発展がもたらす競争は次の

ーネットなどの開かれた通信

化されデータ化され部分貨幣

形態をもたらす。コンピュー

では，金属か紙かの相違はあ

ように小括することが

ネットワークの普及は，

としての機能をそなえ

タ・ネットワークが金

ってもモノに貨幣とし

ての情報を担わせてきた。

部分的にせよ電子化された

われる。ネットワークとい

換のありようやコミニュケ

が生じてきたことがわかる

しかし，コンピュータ・ネッ

情報そのものが貨幣機能を代

う視点を通して商品交換シス

ーション形式の変化により商

。現代経済は，コンピュータ

トワーク利用以降は，

替していく現象があら

テムをみると，情報交

取引や金融取引の変化

・ネットワークによっ

（ ）



て，商品交換シス

想空間というあら

せ，市場・貨幣・

立命館経済学（ 巻特

テムや金融システムをめぐる

たな次元が加わることにより

消費それらの全体が一体的な

別号５）

企業の囲い込み競争の次元に

社会経済構造が大きな変化を

変化の過程にある。商取引の

仮

見

電

子化を促進するな

者を創造的に破壊

は，すでにソフトの

のような新しい市

して，いかに閉じ

構築するかという

向けてこの閉じた

かで仮想空間市場と現実空間

し後者の顧客を囲い込みなが

デジタル化が容易な音楽産業な

場の囲い込み形態は，物理的

た商取引のネットワーク（

競争が展開されていることを

商取引のネットワークを構築

市場との競合が生じ，前者が

ら新市場を形成していく（

どで生じていることでもある）。

に開かれたネットワークを利

究極的には独占的ネットワーク）

示している。企業が，消費者

することは，消費の組織化統

後

これ

こ

用

を

に

合

化の深まりを意味

情報技術の発達

な期待がかかって

しているのである。

最 後 に

は，我々の生活を豊かにして

いる。コンピュータ・ネット

きたし今後もその可能性に大

ワークへの期待のなかにも豊

き

か

で便利な生活実現

もいる。開かれた

から直接的に現実

情報セキュリティ

ことだけでなく，

を実現し我々の能

への希望がある。だが，その

コンピュータ・ネットワーク

空間の人やモノをも把握でき

や情報プライバシーの問題が

社会情報過程全体が我々にと

力を豊かに開花させることが

一方で多くの問題を生じてき

の展開は，その射程を仮想空

るところまで広げるにいたる

生じ解決を求められるといっ

って正常な生活形成や人間形

求められる。しかし，このよ

て

間

。

た

成

う

な要求は常に未熟

の犠牲にされ，数

きない重い事実で

資本主義経済の

解決を充分にでき

な技術の性急な実用化や資本

え切れない労働問題や消費者

ある。

システムは，資本が資本自身

ない，あるいは，重大な問題

の営利追求による安全無視な

問題を生じてきたことは軽視

で資本の問題解決や社会の問

を内部から生じさせてしまう

ど

で

題

と

（ ）



ネットワー

いう大きな危険を内在させ

環境もこのような制約から

ネットワーク情報環境の発

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

ている。資本にとって，開か

自由ではない。社会経済過程

達がうながされているが，広

山西）

れたネットワーク情報

の効率化という点から

く国民生活の安全性や

消費者の立場の尊重がなさ

これまでにはなかった多く

らたな管理などの必要も生

実現のためにも，このよう

ことが求められる。

れているとは言い難い状況が

の倫理的課題
）
がある。また，

じている。消費に関していえ

な問題を問題として取り上げ

随所にある。そこには

社会・企業に対するあ

ば，健全な現代消費の

必要な措置をしていく

） 北川敏男『情報科学の

） コンピュータ・システ

なお，社会科学からの

として，林紘一郎『ネ

く。

） 山西万三『情報と消費

とコンピュータ技術」

） 石沢篤郎「情報ネット

注

将来』共立出版， 年， ペー

ム間の相互接続可能なネットワー

ネットワーク概念及びネットワー

ットワーキングの経済学』

の経済学』こうち書房， 年

を参照されたい。

ワークと現代資本主義」『経済科

ジ。

ク・システム化を指す。

ク技術に関する参考文献

出版， 年をあげてお

，第９章，第２節「情報

学通信』第 号， 年，

月。石沢氏は，コン

織化の形態であり，最

系化組織化する働きを

クはそれ自体社会的組

） コンピュータのクロー

ットワーク関係構築と

は高度な暗号技術を使

ムはこの閉じたネット

ピュータがシステム化の手段であ

適化モデルに従って分化，統合を

するものと述べている。また「コ

織化の形態」であることを明らか

ズド・ネットワーク形態は，基

なるため，機密を保持したり一定

うといった必要性が低い。現在で

ワーク形態である。この形態では

ること，システム化は組

はかる特徴を持ち他を体

ンピュータ・ネットワー

にしている。

本的に単一企業内でのネ

の精度を保つという点で

も主な銀行の基幹システ

企業間のコンピュータに

相互運用性がなくデー

） オープン・ネットワー

外の他者とのネットワ

す

） 現在主流となっている

ドレスがほぼ無制限に

タ交換が困難である。

クは，網の目上のネットワーク

ーク形成が自由にできる他者に開

インターネット・プロトコルは

取得可能な が普及する。イ

で構成されており自己以

かれたネットワークを指

であるが，近くア

ンターネットと タグ

（ ）



を利用した

だれにでも

としている

立命館経済学（ 巻特

自動認識技術等とが結びつくこと

アクセスできるようなコンピュー

。このようなネットワークをユビ

別号５）

によって，だれでも，どこにで

タ・ネットワーク環境が登場し

キタス・ネットワークと呼ぶ。

も，

よう

ユビ

キタス・ネ

ると説明さ

ンピュータ

空間がどこ

ることにあ

ってもよい

） 山西万三

の展望―」

このような

ットワークは，人と機械，機械と

れることも多い。ユビキタス・ネ

を一体化させ，人が全くコンピュ

でも結びつけられるコンピュータ

る。 のイコカやスイカはユビ

。

「ネットワークによる市場破壊と

『情報問題研究』第８号，情報問

観点から執筆した論考である，参

機械を結びつけるネットワーク

ットワークの本質は，人やモノ

ータを意識しないで現実空間と

・ネットワークの情報環境が出

キタス化のひとつの事例である

創造―電子マネーとバーチャル

題研究会， 年は，著者が最

照されたい。

であ

とコ

仮想

現す

とい

市場

初に

） 年は，

が 年，

ベルのセキ

行には保守

基本的なト

） 深町郁弥

） 大阪市立大

） これは市場

る。

インターネット元年とも呼ばれ

以後すぐに全面化してきているわ

ュリティが要求されることもあり

的であった。しかし，近年，イン

レンドはオープン・ネットワーク

『所有と信用』，日本評論社，

学経済研究所編『経済学辞典』

流通性をネットワーク概念を援

た年である。ここで述べている

けではない。銀行のシステムは

オープン・ネットワークへの全

ターネット専業銀行が登場する

化にあるといえよう。

年。

第１版， 年， ページ。

用して説明したものであるとも

状況

高レ

面移

など

言え

） 貨幣機能に

についての

あげておく

） 山田文道編

ページ。

） 建部正義

ネーの貨幣

裏付けとす

めであると

ついては，このほかに世界貨幣

参考文献として，中島 蔵『貨幣

。

著『情報技術がマネーを変える

『貨幣・金融論の現代的課題』大

的性格について，電子マネーが貨

る二次的通貨の資格において，そ

考えられる」とされている（ ペ

機能がある。さしあたり，貨幣

形態論』法政大学出版局，

』富士通経営研究所， 年。

月書店， 年。建部氏は，電

幣機能をもつのは，「既存の通

れらの機能要件が保証されてい

ージ）。著者（山西）は本稿で

機能

年を

子マ

貨を

るた

全部

貨幣と部分

つことの理

） 本稿では，

ト論からの

た基本問題

貨幣という独自概念を使っている

由については，建部氏が言われる

複数の箇所で取引コスト節約の

みで貨幣の変化を説明しようとす

を看過することになりかねない。

が，部分貨幣が貨幣機能の一部

ところとかわらないといっても

問題を取り上げているが，取引

ると貨幣に対する信認や信頼と

をも

よい。

コス

いっ

（ ）



ネットワー

） 建部正義，前掲『貨幣

でも既存の貨幣に対す

る（ ページ）。しかし

ク形態の進化と市場・貨幣・消費（

・金融論の現代的課題』建部氏

る変換請求権を前提として存在す

，著者は，国家等の強力な貨幣

山西）

は，電子マネーはどこま

るものであるとされてい

管理がなくなれば電子デ

ータ化された部分貨幣

いる。

） このような貨幣の原理

品やサービスの交換相

利用して交換相手を見

ムによっても確かめら

） 自動認識技術とは，モ

ク上に形成される仮想

する技術であり，ネッ

が全部貨幣としての地位を獲得す

的な役割については，最初に地

手を見つけるゲームをおこない，

つけるゲームを行うという，簡単

れよう。

ノや人など現実空間の存在をコ

空間から自動的に認識するバーコ

トワーク化のための基幹的な要素

る可能性はあると考えて

域通貨がない状態での商

次に，そこに地域通貨を

な地域通貨に関するゲー

ンピュータ・ネットワー

ードや タグなどに関

技術のひとつでもある。

自動認識技術が進化し

続が行われる。一般の

動認識システム協会編

―』オーム社， 年

』オーム社，

） ネットワーク社会の倫

たい。山西万三「ネッ

重本直利編『 社会の

財のネットワーク流通

普及すれば，意識することなく現

人にも解りやすい参考文献をあげ

『これでわかった２次元シンボ

。社団法人日本自動認識システム

年。

理問題にふれたものとして，次

トワーク社会の情報倫理と情報セ

構造と論理』晃洋書房， 年

と情報倫理」『情報問題研究』第

実空間と仮想空間との接

ておく。社団法人日本自

ル―バーコードのすべて

協会編『これでわかった

にあげる拙稿を参照され

キュリティ」竹内貞雄・

，所収。山西万三「情報

号， 年，晃洋書房。
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